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オンラインにより３回開催します

【テーマ】保健所の役割と新型コロナウイルス感染症対策で変化した業務のリアルについて(仮題)
【テーマ】自宅でできる運動について（仮題）
【テーマ】認知症予防、高齢者転倒予防に向けた体づくり
【申込方法】日程・申し込み方法など、詳しくは本学のホームページをご覧ください

公開講座

群馬県立県民健康科学大学 学長就任にあたって

４月から学長に就任いたしました柏倉（かしくら）です。
簡単に自己紹介をいたします。私は、高度成長期が始まる

頃に横浜で生まれ、育ちました。大学、社会人と文系でしたが、２０代で進路変更し
診療放射線技師の道を歩み始めました。大学病院に勤務後、
米国に留学し、修士課程を修了して帰国。秋田、福井の研究所
で研究員として勤務の後に、群馬県立医療短大に招かれました。
豊かな自然と人情と食に恵まれたこの地をとても気に入って
おります。

本学は、群馬県立看護学院と群馬県立診療エックス線技師
養成所をルーツとし、県立福祉大学校、県立医療短期大学を
経て、杉森初代学長のもと、平成17年に４年制大学として開学
しました。現在、学士号、修士号、博士号の3つの学位を授与できる大学として着実
に歩んでいます。例えば、看護師、保健師、診療放射線技師の国家試験で2年連続
新卒者全員合格を達成したように、教員の熱心な指導とこれに応える学生の頑張り、
少人数教育を機能させる様々な仕組みが、教育における本学の大きな特徴になって
おります。

本学は、建学の基本理念として、優れた保健師、看護師、診療放射線技師の養成
及び研究成果を地域に還元して地域の保健・医療・福祉環境の更なる向上に寄与する
ことを掲げています。この理念の達成に向けて、主体性と協働性を合わせ持ち、保健
医療福祉分野そして地域社会のリーダーとして活躍できる人材の育成に鋭意取り組ん
でいく所存です。



【令和２年度 国家試験 全員合格】

報 告

お知らせ WEB オープンキャンパスを開催します！
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本年2月に実施された第107回保健師国家試験、第110回看護師国家試験、第73回診療放射線
技師国家試験の合格発表が3月23日と3月26日にあり、受験した本学４年生が全員合格しました！
（合格率100％）

★合格率100％を達成したのは、令和元年度卒業生に引き続き２年連続の快挙です！

昨年に引き続き、今年もWEBオープンキャンパス（個別相談・動画視聴）を開催します。ご希望の
方は、本学ホームページよりお申し込みください。たくさんの皆さんの参加をお待ちしています！
【個別相談】
申込期間：7月12日（月）13:00～7月20日（火）13：00
実施日：8月2日（月）～8月6日（金）の5日間
【動画視聴】
申込期間：7月12日（月）13:00～8月20日（金）13:00
視聴期間：8月1日（日）～9月30日（木） （本学HPのQRコード）

【診療放射線学研究科学生の学会賞受賞について】
診療放射線学研究科 教授 佐々木 浩二

新型コロナウイルスの広がりが研究にも影響を及ぼしている
中、本学大学院生が第77回日本放射線技術学会総会学術大会に
おいて令和2年度に研究を行った成果を発表しました。その結果、
博士前期課程を令和2年度で修了した五十公野康宏さんがGold 
Awardを、博士前期課程2年の吉田達也さんがSilver Awardを、
そして博士後期課程3年の津野隼人さんがBronze Awardをそれ
ぞれ受賞されました。日本全国の研究者が研究成果を発表する
学会で3名が受賞されたことはとても誇れることです。社会人
大学院生として仕事との両立を図りながら研究を継続した成果
が評価されたことは非常にうれしいことです。今後も医療に
貢献できる研究成果を発信して行きます。

五十公野康宏さん

吉田達也さん

津野隼人さん

【県営ワクチン接種センターで業務を行っています】
群馬県からの要請を受け、本学看護学部教員有志が県営ワクチン接種

センターで問診や接種後の観察業務に従事しています。
5月の試験運用期間から6月末現在で、東毛・県央センター合わせて延べ

25名の看護教員が担当しました。今後は9月末まで交代で担当し、県民の
皆さまや関係各位と力を合わせ、全県早期接種完了を目指します！


